
別記様式 (第6条関係)

平成 31 年 4 月 26 日

(あて先) 白山市議会議長

議員氏名  石 地 宜

-平成30年度政務活動費収支報告について

白山市議会政務活動費の交付等関する条例第6条 の規定により、次 のと

おり収支報告 します。

1 収入

政務活動費

2 支出

720, 000円

エ百 目 金 ′ 額 備 考

調 査 研 究 費 130,789円 行政視察旅費

研 修 費 260,283円 研修会参加費、旅費等

広 報 費 18,360円 機関誌

広 聴 費 5,702円 市政報告会 お茶代

要請 ・陳 情活動 30,410円 衆・参議院 (国会)

寓 賊 費
Δ  樹仁

6,000円 白山市国際交流協会費

資 料 作 成 費 43,570円 市政報告会 資料代

資 料 購 入 費 261,783円 書籍購入費、新聞購入費

人 件 費

事 務 所 費

会 派 共 用 費

その他の経費 84,687円
自動車燃料代、タブ レット

インターネット、事 務用品等

A 計口 841,584円

3 残額 O円

山市議会事務



様式1

政務活動費項目別集計表
(単位:円)

議員氏名 石 地 宜 一 ≠成 30 年壌 No.

,支出項目

図調査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事 務所費

口研 修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

■広報費 口会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号 支 出 年 月 日 支 出 金 額 備 考

(I) 平成30手 7月2日 ～ 平成30年 7月4日 97, 591円′

(Ⅱ) 平成30年 7月23日～平成30年 8月10日 27, 000肖 水質調査

(Ⅲ) 平成 31 年 2月 21日 6, 198円

平成 年 月 日

平成 年 力 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成  ゙ 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日
I

A 計口 130, 789円

※支出項目ごとにまとめ、表紙として提出してくだ さい。



様式 2

支払調書

支出項目

図調 査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事務所費

口研 修費 , 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費 ・

口広報費 口会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号
(項目別)

(I) 

実施年月日 平成30年7月2日 (月) ～ 平成30年7月4日 (水)

使途内容

青森県八戸市行政視察費

岩手県遠野市行政視察費

岩手県紫波町行政視察費

宮城県大河原町行政視察費

山形県天童市行政視察費

経費内訳 旅費 , 81,270円

土産代 (送料含む) 2,409円

食事代 6,930円

按分 現地交通費 3,442円

視察研修費 (オガール紫波) 3,240円

空港駐車料金 300円

合 計 97,591円

領収書記載金
額の一部を計

【按分による支出1

. 支出額 按分率 政務活動費相当額

円× ( / ) = 円

主する場合
【一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」
催年月日、会場、研修内容等、
に記入してください。

の場合は、 出張期間、調査先、

「資料作成費」 「資料購入費」

調査内容等、 「研修費」の場合は、開
の場合は、資料名など内容等を具体的



様式5

整理番号

政務活動計画書・報告書

議員氏名 石地 宜一

支 出 項 目
図調 査研究費 口広 報費 口要 請・陳情活動費

口研 修費 口広 聴費 口会 議費

日 程 平成 30 年 7 月 2 日 (月) ～ 平成 30 年 7 月 4 日 (水)

場所
青森県八戸市役所、岩 手県遠野市役所、岩手県紫波町オガールプラザ、
宮城県大河原町役場、山形県天童市子育て支援施設げんキッズ

+目手方

・八戸市議会議会事務局庶務課 北村課長他
・産業部六次産業室 阿部室長、議会事務局 佐藤事務局次長他
・オ ガール紫波 (株)八重嶋取締役
・大河原町議会議員総務産業常任委員会 高橋副委員長、
企画財政課 木村課長、議会事務局 佐藤局長他
・天童市議会 赤塚議長、子育て支援課 今田課長

参加議員氏名 藤田政樹・西川寿夫・石地宜一・中野 進・池元 勝

目的・内容・

成果等

(目 的)
1.中心市街地活性化計画について
2.遠野ローカルベンチャー事業の推進について
3,オガールプロジェクト視察研修 (オガール標準コース)
4.デマンド型乗り合いタクシーについて
5.子育て未来館 「げんキッズ」現地視察及び運営等について

(内 容)
1.中心市街地活性化計画の説明、八戸ポータル 冗ユ ー ジアム 「はっ
ち」、八戸 ブックセンター現地視察
2.地域おこし協力隊の活用事例及び、地域との関わり、効 果、 これから
の展望等を説明。

3.官民連隊事業紫波中央駅前都市整備事業 「オガールプロジェクト」概
要説明 4.デマンド型乗り合 いタクシーの成立ち・運営・今後について
の説明 5.子育て支援施策の説明、げんキッズの現地視察及び
運営や今後の展望などについての説明

(成果等)
1.既存商店街との関わり、 町の作り方 、特に撤退した空きテナントや、
空き地を有効に活用、企業誘致推進等様々な施策を遂行している。
2.地域おこし協力隊について、町の課題を解決する、入り口か ら出口ま
での道筋を示し、 フォローアップする体制が整っていることにより、安
心して、地域に飛び込むことができる体制になっている。
3.町の土地に町の施設を建てるにあたって、普通なら出ていくば っか り
になるお金を民間にも負担してもらい、逆にお金の入ってくるスキーム
を考え実行していた。
4.市域が狭いことで成り立 っていると感 じられた、 白山市では、エリア
を分けて考えれば、実行に移せるのではと考 える。
5.子育て支援日本一を目指す天童市の屋内型遊戯施設は隣接する市や近
隣の商業施設とうまいこと連携が取れており、民 間の知恵と行政の思い
が形になっていました。



様式2

支払調書

支出項目

図調査研究費 口広聴費 口資料作成費 口、事務所費

口研修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広報費 口会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号
(項目別)

(Ⅱ)

実施年月日 平成30年7月23日 (月)～ 平成30年8月10日 (金)

使途内容

1.業務名 松本工業団地内、鹿島工業団地内、出合島町地内水路水質調査業務

2.委託料 27, 000円 (108,000円 1/4)

3.委託先 ・アムズ株式会社 (環境分析室)

領収書記載金
額の一部を計

【按分による支出】

支出額 按分率 政務活動費相当額

108,000円× ( 1/4 ) = 27,000円

主する場合
(一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」

催年月日、会場、研修内容等、

に記入してくだ さい。

の場合は、出張期間、調査先、

「資料作成費」 「資料購入費」
調査内容等、 「研修費」の場合は、開

の場合は、資料名など内容等を具体的



様式 5

整理番号

政務活動計画書 報告書

議員氏名 石地 宜一

支 出 項 目
図調査研究費 口広報費 口要 請・陳情活動費

口研 修費 口広聴費 口会 議費 ゛

日 程 平成 30 年 7 月 23 日 (月) ～ 平成 30年 8 月 10 日 (金)

場 所 松本工業団地内・鹿島工業団地内・出合島町地内

相 手 方

参加議員氏名 藤田政樹・西川寿夫・宮岸美苗・石地宜一

目的・内容・
成果等

(目 白勺)

市民から 「相川新町地内の排水に色水が流れている。」″との声があり、
周辺の工業団地の水路排水の水質調査を行い健康面等に影響がないかを
調査する。

(内 容)

水路排水が健康面等に影嚇がないかの水質調査を、独自に下記機関へ 委
託を調査した。
1.業務名、 水路水質調査業務
2.委託期間 平成30年7月23日～8月10日
3.委託料 108,000円

4,委託先 アムズ株式会社 (環境分析室)

(成果等)

3地点での水路排水の水質経路証明書による濃度に係わる計量結果は水質
汚濁活の基準値を下回る結果で健康面等に影響がないと判明した。
白山市民が安心して生活できる環境を維持するため、これからも時々水
質調査の実施を検討。



様式 2

支払調書

支出項目

図調査研究費 ■広聴費 口資料作成費 口事 務所費

口研 修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会 派共用費

口広報費 ■会議費 口人 件費 口そ の他の経費

整理番号
(項目別)

(Ⅲ)

実施年月日 平成31年2月21日 (木)

視察 : 会派一創会 富山県中新川郡舟橋村政視察費

出席者 ; 藤田、西川、石地、中野、池元 (5名) 

経費内訳 :往復交通費 ￥4,026

(高速自動車道代、 レンタカー、保険料、ガソリン代)

食費 ￥1,382

手土産代 ￥790

使途内容

合 計 ￥6,198

領収書記載金
額の一部を計

(按分による支出】

支出額 按分率 政務活動費相当額

円× ( / ) 一 円

主する場合
【一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」
催午月限 会 場、研修内容等、
に記入してください。

の場合は、出張期間、調査先、
「資料作成費」 「資料購入費」

調査内容等、 「研修費」の場合は、開
の場合は、資料名など内容等を具体的



様式 5

整理番号

政務活動計画書 報告書

議員氏名 石地 宜一 O

支 出 項 目
図調 査研究費 口広 報費 ■要 請・陳情活動費 一

口研 修費 口広 聴費 ■会 議費

日 程 平成 31 年 2 月 21 日 (木)゚

場 所 舟橋村立図書館 舟橋村役場

相手方

1.舟橋村立図書館 高野良子館長

2.舟橋村 生活環境課 吉田昭博課長他
3.舟橋村議会 前原 靖事務局長

参加議員氏名 藤田政樹・西川寿夫・石地宜一・中野 進・池元 勝

目的 ・内容・

成果等

(目 白勺)

1.全国トップクラスの人口増加率について

(園むすびプロジェクト、子育て支援賃貸住宅等整備事業等)

2.舟橋村立図書館の視察及び現状について

(内 容)

1.舟橋村の概要、富山大学との連携、舟橋村の地方創生について、モデ

ルエリア (公園・住宅・子育て環境)について説明を受けた後、質疑
2、図書館設置に至る経緯、理念、概要、運営、現状、問題、課題などの

説明を受け質疑懇談の後、施設見学

(成果等)

1,住民の意識変革、入札の発注方法、コミュニティプ ロジェクトのロジ

カル思考それらを組み立てる基本的なデーター分析方法や、情報収集方
法を検証。

2,理念や運営方針、駅に隣接1-て建設されている特異性についての、利
点や問題点、今後の課題などを検証。



様式1

政務活動費項目別集計表
(単位:円)

議員氏名 石 地 宜 一 ≠成 30 年誼 No.

支出項目

口調 査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事 務所費

図研 修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会 派共用費

口広 報費 ■会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号 支 出 年 月 日 支 出 金 額 備 考

(I) 平成30年5月9日 ～ 平成30年5月11日 83, 187円

(Ⅱ) 平成 30 年 7・ 月 31 日 31, 583円

(Ⅲ) 平成30年11月20日～平成30年11月21日 89, 320円

(IV) 平成31年1月21日 ～平成31年1月22日 56, 193円

平成  ゙ 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

A 計口 260, 283円

※支出項目ごとにまとめ、表紙として提出してくだ さい。



様式 2

支払調書

支出項目

口調査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事務所費

図研修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広報費 口会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号
(項目別)

(I)

実施年月日  ゙ 平成30隼5月9日 (水)～ 平成30年5月11日 (金)

2会派視察: 第10回日本自治創造学会 研究大会等参加

出席議員 :藤田、西川、村本、小川、石地、南、吉本、安実、大屋、中野、池元 (11名)

経費内訳: 旅費 (宿泊代含む) 59, 110円

学会研究大会参加費 15, 000円

按分 収支合計 (土産,タクシー、食事) 9, 077円

使途内容

合計 83, 187円

領収書記載金
額の一部を計

[按分による支出】

支出額 按分率 政務活動費相当額

円 / 円一

王する場合
【一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容 は、 「調査研 究費」

催年月日、 会場、研 修内容等、

に記入 してくだ さい。

の場合は、 出張期間、調査先、

「資料作成費」 「資料購入費」

調査内容等、 「研修費」の場合は、開
の場合は、資料名など内容等を具体的



議員氏名 石地 宜一  一一、0

様式5
整理番号

政務活動計画書 報告書

支 出 項 目
口調 査研究費 口広 報費 口要 請・陳情活動費

図研 修費 口広 聴費 口会 議費

日 程 平成 30 年 5 月 9 日 (水) ～ 平 成 30 年 5 月 11 日 (金)

場 所 千葉県君津市萩作ドローン飛行場、衆議院第一議員会館、 明治大学アカデミーホール

相手方

千葉県君津市議会、鈴木良次議長・高橋広一事務局長・君津市企画製作部長

竹内一見副参事他 (株)inetクラウドシステム部、―■担当課長」■■■■氏

内閣官房 まち・ひ と・しごと創生本部事務局 唐沢剛地方創生総括官他

参加議員氏名
藤田政樹 ・西川寿夫・村本一則・小川義昭・石地宜一・南 清人

吉本史宏 ・安 実隆直・大屋潤一・中野 進・池元 勝 (11名)

目的 ・内容 ・

成果等

(目 的)

1,企業向け屋外 ドローン飛行場「DDFF]を視察

2. 内閣官房 「まち・ひ と・しごと創生本部事務局 唐沢 剛地方創生
総括官 による地方創生に関する講義

3. 第10回日本 自治創造学会、研究大会出席

(内 容)

1. ドローンの市政への活用事例、実際にドローンの飛行操縦を体験。
ドローン飛行場の整備における課題、活用法等の説明を受ける。

2. 国の考えとしての、地方創生の必要性、地方創生の枠組み、 ライフ

ステージに応じた政策メニュー、そして各地の実例を交えた手法の説明

を受ける。

3.人生100年時代の政府の取り組 みを内閣官房長官 菅義偉主り講演。人
口減 と対峠する地方議会等の講演を受講。

(成果等)

1.ドローンの市政への活用方法として (株)アイネットでの動画制作や

災害時等への活用方法への実例を検証。 ドローン飛行場の地域へもたら

す効果、飛行場を活用した研修、災害協定等検証。

2.人口動向の地域差、転入超過数などの比較、東京一極集中による問題

を確認、地方へ の人口拡散の必要性と政府の取組、地方の果たす役割に
ついて説明を受け今後の対策として参考になった。

3.人口減少、高齢化、多様化する社会に対する政府の取組等にこれから

の地域づくりの問題課題を検証。



様式2

支払調書

支出項目

■調査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事務所費

図研修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広報費 口会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号
(項目別)

(Ⅱ)

実施年月日 平成 30 年 7 月 31 日 (火)

和歌山市役所視察費
『

経費内訳: 旅費 28,720円

土産代 1,263円

食事代 1,200円

タクシー代 400円

使途内容

合 計 31,583円

領収書記載金
額の一部を計

【按分による支出】

支出額 按分率 政務活動費相当額

円 × ( / ) = 円

王する場合
{一部充当1

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」

催年月日、会場、研修内容等、
に記入してくだ さい。

の場合は、出張期間、調査先、

「資料作成費」 「資料購入費」
調査内容等、 「研修費」の場合は、開

の場合は、資料名など内容等を具体的



様式5

整理番号

政務活動計画書 報告書

議員氏名 石地 宜一

支 出 項 目
口調 査研究費 ■広報費 口要請一・陳情活動費

図研 修費 口広聴費 口会議費

日 程 平成 30 年 7 月 31 日 火 ～ 平 成 30 年 7 月 31 日 (火)

場 所 和歌山市役所

相 手 方 市民環境局環境政策課 中西課長・吐崎班長

参加議員氏名 藤田政樹・石地宜一

目的・内容・
成果等

(目 白勺)
和歌山市環境政策について視察

(内 容)
和歌山市は古くか ら地場産業の染色業、化学工業が多く工場排水が地域
の河 川へ 流れ市民の環境 に対す る意 識 が高まり平 成 3年 に和歌 山市排出

水の色等規制条例が制定され詳細に説明を受けた。

(成果等)
白山市民から 「相川新町地内の着色排水が流れている」 との声があり、
和歌山市排出水の色等規制条例を参考に対策を検証。



様式 2

支払調書

支出項 目

口調 査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事務所費

図研 修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広 報費 口会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号
(項目別)

(Ⅲ)

実施年月日 平成30年11月20日 (火)～ 平成30年11月21日 (水)

使途内容

研修 : 持続可能な開発目標 ・(SDGS) とまちづく りセ ミナー参加

視察 : 北九州エコタウン事業 視察

出席者 : 藤田・西川・村 本・石地・小川・南 ・吉本・案実・大屋

中野 池元 (11名)

経費内訳 : 旅費 69, 500円

研修会参加費 15, 000円

食事代 4, 260円

視察資料代 100円

交通費 460円

合 計 : 89, 320円

領収書記載金
額の一部を計

【按分による支出】

支出額 . 按分率 政務活動費相当額

円 / 円=

主する場合
【一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」
催年月日、会場、研修内容等、
に記入してください。

の場合は、 出張期間、調査先、

「資料 作成費」 「資料購入費」

調査内容等、 「研修費」の場合は、.開
の場合は、資料名など内容等を具体的



様式 5

政務活動計画書 報告書

議員氏名 石地 宜一

支 出 項 目
口調 査研究費 ■広 報費 口要 請・陳情店動費

図研 修費 口広 聴費 口会 議費

日 f呈 平成 30 年 11 月 20 日 (火) ～ 平 成 30 年 11 月 21 日 (水)

場 所 リファレンス駅東ビル・北九州エコタウンセンター・西 日本オートリサイクル (株)

相手方
立命館大学公共政策大学院 教授 窪田 崇氏

北九州市環境局 環境未来都市推進部 環境産業推進課

参加議員氏名

目的 ・内容・

成果等

(目 的)

1.地方議員研究会 持続可能な開発目標 (SDGS) とまちづく りセ ミナー

受講
2.北九州エコタウン事業視察

(内 容)

1.地方議員研究会 持続可能な開発目標 (SDGS) とまちづく りセミナー
を受講

2.北九州エコタウンセンターにてエコタウン事業の概要説明及び構成す
る一事 業所である西 日本 オートリサイクル (株)工場見学

(成果等)

1.SDGsをまちづく りにどのように生かすのか事例検証。

SDGs視 点を持った政策への一般質問の立案 ・推進方法の検証。
2.北九州市の返還とエコタウン事業への取組検証。

工,コタウン事業の今後の発展についての検証。
白山市版エコタウン構想の検証。

産業観光における工場見学の検証。



様式2

支払調書

支出項目

口調査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事務所費

図研修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広報費 口会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号
(項目別)

(IV)

実施年月日 平成31年1月21日 (月) ～ 平成31年1月22日 (火)

地方議会研究会受講等

経費内訳 : 旅費 36, 200円

手土産 867円

食事代 “2, 860円

交通費 1, 266円

研修会受講代 15, 000円

使途内容
合 計 56,193円

領収書記載金
額の一部を計

[按分による支出1

支出額 按分率 政務活動費相当額

円× ( / ) 一 円

上する場合
【一部充当1

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」
催年月日、会場、研修内容等、
に記入してください。

の場合は、出張期間、調査先、

「資料作成費」 「資料購入費」
調査内容等、 「研修費」の場合は、開
の場合は、資料名など内容等を具体的



様式5

整理番号

政務活動計画書 報告書

議員氏名

支 出 項 目
■調 査研究費 口広報費 口要請・陳情活動費

間研修費 口広聴費 口会議費

日 程 平成 31 年 1 月 21 日 (月) ～ 平 成 31 年 1 月 22 日 (火)

場 所 (1)国会議事堂内自由民主党控室 (2)TKP東京駅八重洲カンファレンセンター

相 手 方 (1)岡田直樹参議院議員・国土交通省鉄道局総務課長 五十嵐徹人 (2)森 裕之教授 (政策科学)

参加議員氏名 藤田政樹・西川寿夫・石地宜一

目的・内容・
成果等

(目 白勺)

(1)白山総合車両所付近のビジターセンターの設置に向けた検討や車両
所内見学のあり方、車両所の観光活用方策についてPTとしての取組の進
捗状況の説明を聞きに尋ねる。
(2)地方議員研究会での講義を受講する。

(内 容)

(1)自由民主党整備新幹線等の鉄道調査会の現状の検討体制の説明を国
交省鉄道局総務課長より詳細に受けた。又、新幹線車両所の活用による
観光・産業振興PTの設置、趣旨、開催経緯、今後の予定等の説明も受け
た。

(2) 「決奉カード」から読み取れる!あなたのまちの本当の財政状況を
知る。 のテーマでの講義

(成果等)

(1)白山総合車阿所付近のビジターセンターの設置に向けた内容や課題
等を検証し西松任駅 (仮称)についての概略設計等の引き続き白山市の
検討状況のフォローや必要な゙支援等について要望を強く国交省鉄道局に
申し入れをした。鉄道局には理解が得られた。

(2)参加議員の各自治体の決算状況 (白山市決算内容)が手に取る様な
状況で 「決算カー ド」が準備されており、 白山市の自治体の決算状況を
見ながらわかりやすい財政セミナーであり、今後の白山市での決算財政
状況の検証に大変成果があった。



様式1

政務活動費項目別集計表
(単位:円)

議員氏名 石地宜一 平成30年度 No.

支出項目

口調 査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事務所費

口研 修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費 一

図広報費 口会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号 支 出 年 月 日 支 出 金 額 備 考

(ユ) 平成 31 年 1 月 29 日 18, 360円

平成 年 月 日

平成 乍 月 日 一

平成 年 月 日、

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

・ 平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

ム 計口 18, 360円

※支出項 目ごとにまとめ、表紙として提出してくだ さい。



様式 2

支払調書

支出項目

口調査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事務所費

口研修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

図広報費 山会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号
(項目別) .

(I)

実施年月日 平成 31 年 1 月 29 日 (火) ～ 平成 年 月 日 ( )

使途内容

機関誌作成 は しかず未来通信) 18, 360円

領収書記載金
額の一 部 を計

【按分による支出】

. 支出額 按分率 政務活動費相当額

円× ( / ) 一 円

上する場合
【一部充当)

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」
催年月日、会場、研修内容等、
に記入してください。

の場合は、 出張期間、調査先、
「資料 作成費j 「資料購入費」

調査内容等、 「研修費」の場合は、開
の場合は、資料名など内容等を具体的



様式 5

整理番号

政務活動計画書 報告書

議員氏名 石地

支 出 項 目
口調 査研究費 閣広報費 口要 請・陳情活動費

口研 修費 口広聴費 口会議費

日 程 平成3D年 4月 j日 (臼)～平成3[年 8月 8/日 (B)

場 所

相 手 方 未来通信 (機関誌) 白山市民

参加議員氏名 石地宜一

目的・内容・
成果等

(目 白勺)
議員活動の内容を地域市民に周知するため未来通信 (機関誌)を配布。

(内 容)

この一年間の議員活動の取り組みと地域からの要望事項の進捗を未来通
信に記載。

(成果等)
地域市民は市政の内容が簡単明瞭に理解できるとのことで大きな成果が
ある。 ′



様式1

政務活動費項目別集計表
(単位:円)

議員氏名 石地宜一 平成30年度 No.

支出項 目 一

口調 査研究費 図広聴費 口資料作成費 口事 務所費

口研 修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会 派共用費

口広 報費 口会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号 支 出 年 月 日 支 出 金 額 備 考

([) 平成 30 年 4 月 21 目 2, 851円 市政報告会

平成 30 年 11 月 3 目 2, 851円 市政報告会

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

合 計 5, 702円

※支出項目ごとにまとめ、表紙として提出してくだ さい。



様式2

支払調書

支出項目

口調査研究費 図広聴費 口資料作成費 口事務所費

口研修費 口要請・昧情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広報費 口会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号
(項目別) ζ]ノ 
実施年月日 乎成 30 年 4 月 21 日 (土) 平成 30 年 11 月 3 日 (土)

～

使途内容

市政報告会 お茶代 5, 702円

内訳 4月21日 : @660x4ケース:2, 851円

11月3日: @660x4ケース:2, 851円

領収書記載金
額の一部を計

・ [按分による支出】

支出額 按分率 政務活動費相当額

円× ( / ) 一 円

王する場合
【一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」

催年月日、会場、研修内容等、

に記入してくだ さい。

の場合は、出張期間、調査先、

「資料作成費」 「資料購入費」
調査内容等、 「研修費」の場合は、開

の場合は、資料名など内容等を具体的



様式 5

整理番号

政務活動計画書・報告書

議員氏名 石地 宜一

支 出 項 目
口調 査研究費 口広 報費 口要 請・陳情活動費

口研 修費 図広 聴費 口会 議費

日 程 平成30年 4 月 22 日 (日) 平成 30年11月 3日 ζ七
\

場 所 笠間団地集会所

相 手 方 市政報告 笠間新町1丁目町内会

参加議員氏名 石地宜一

目的 ・内容 ・

成果等

(目 白勺)

地域市民に議員活動として市政においての課題の取り組 みについて。

(内 容)

市政内容、事業概要、地域要望、

要望事項の進捗状況、現状等の説明・報告について。

(成果等)

市政報告会により.、広聴された出席者は市政の内容を理解され最後にい
ろいろな質疑があり、 それに詳しく答 弁をして、今後の地域に於いての

要望・意 見もあり、 実りある市政の報告会となり大 きな成果があった。



様式^

政務活動費項目別集計表
(単位:円)

議員氏名 石 地 宜 一 ≠成 30 年氏 No.

支出項 目

口調 査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事 務所費

口研 修費 図要請・陳情活動費 口資料購入費 口会 派共用費

口広報費 口会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号 支 出 年 月 日 支 出 金 額 備 考

(I) 平成 31 年 3 月 27 日 30, 410円

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 手 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 隼 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

A 計口 30, 410円

※支出項目ごとにまとめ、表紙として提出してくだ さい。



様式2

支払調書

支出項目

口調査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事務所費

口研修費 図要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広報費 口会議費 ・ 口人件費 口その他の経費

整理番号
(項目別)

(I)

実施隼月日 平成31年3月27日 (水)～ 平成31年3月27日 (水)

衆・参議院、議員要望

旅費 29,080円

按分 (タクシー代) 1,330円

.使途内容

合 計 30,410円

領収書記載金
額の一部を計

【按分による支出】

支出額 按分率 政務活動費相当額

円 / 円=

主する場合
【一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」

催年月日、会 場、研修内容等、

に記入してくだ さい。

の場合は、出張期間、調査先、

「資料作成費」 「資料購入費」
調査内容等、 「研修費」の場合は、開

の場合は、資料名など内容等を具体的



様式 5

整理番号

政務活動計画書 報告書

議員氏名 石地 宜一

支 出 項 目
口調 査研究費 口広報費 図要請・陳情活動費

口研 修費 口広聴費 口会議費

日 程 平成 31 年 3 月 27 日 (水) ～ 平 成 31 年 3 月 27 日 (水)

場 所 東京都千代田区永田町 衆・参議院会館、国会議事堂内

相手方 佐々木紀衆議院議員・岡田直樹・山田修路・宮本周司参議院議員

参加議員氏名 石地宜一・南 清人

目的・内容・
成果等

(目 的)

石川県選出の国会議員へ白山市議会議長・副議長の就任挨拶と新幹線白
山総合車両所の近接地に見学施設 「ビジターセンター」を整備する方針
が盛り込まれているが、自民党・与党のプロジェクトチームの早期開催
の要請。

(内 容)

県選出の各国会議員に 「ビジターセンター」の早期整備の要請を訴え
た。

また、国会議事堂内で第198回国会常会の参議院予算委員会での参議
院の各議員が議場で投票する場面を傍聴ができ初めての体験で感動し
た。

(成果等)

「ビジターセンター」の早期整備には国会まで出向くことにより一歩前
進するように思え、検証できた。



様式1

政務活動費項目別集計表

議員氏名 石地宜一 平成30年度 No.

支出項目

■調査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事務所費

口研修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広報費 図会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号 支 出 年 月 日 一 支 出 金 額 備 考

(I) 平成 30 年 4 月 17 日 2, 000円

平成 30 年 6 月 4 日 1, 000円

平成 30 年 8 月 28 日 3, 000円

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日
イ

A 計口 6, 000円

※支出項目ごとにまとめ、表紙として提出してください。

(単位:円)



様式2

支払調書

支出項目

口調査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事務所費

口研修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広報費 図会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号
(項目別)

(I) 

実施年月日 平成 30 年 4 月 17 日 (火)～平成 30 年 8 月 28 日 (火)

石川インド協会 年会費 2, 000円

白山市国際交流協会 年会費 1, 000円

白山市ロシア協会 年会費 3, 000円

使途内容

合 計 6, 000円

領収書記載金
額の一部を計

【按分による支出1

支出額 按分率 政務活動費相当額

円× ( / ) 一 円

王す′る場合
【一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」

催年月日、会場、研修内容等、
に記入してください。

の場合は、出張期間、調査先、
「資料作成費」 「資料購入費」

調査内容等、 「研修費」の場合は、開
の場合は、資料名など内容等を具体的



様式 5

整理番号

政務活動計画書 報告書

議員氏名

支 出 項 目
口調 査研究費゙ 口広報費 口要請・陳情活動費 ,

口研 修費 口広聴費 図会議費

日 程 平成 30 年 4 月 17 日 (火)～ 平 成 30 年 8 月 28 日 (火)

場 所

相 手 方 石川インド協会 他

参加議員氏名 石地宜一

目的・内容・
成果等

(目 白勺)
① 石川インド協会
② 白山市国際交流協会
③ 白山市ロシア協会

(内 容)

各協会等の活動に参加・加盟することにより理解を深め交流する場や多
文化に触れ合合う機会を提供することで、国際交流について理解と関心
を高めることを目的とする。

萌゜の活動と情報・収集を得て国際交流に関することへの理解を深ができた。



様式1

政務活動費項目別集計表
(単位:円)

議員氏名 石 地 宜 一 弔成 30 年壌 No.

支出項目

口調 査研究費 口広聴費 図資料作成費 口事 務所費

口研 修費 口要請・・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広 報費 口会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号 支 出 年 月 日 支 出 金 額 備 考

(I) 平成30年 4月～平成31年 3月 43, 570円

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日 ,

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 ′手 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

ム 計口 43, 570円

※支出項目ごとにまとめ、表紙として提出してくだ さい。



様式2

支払調書

支出項 目

口調査研究費 口広聴費 図資料作成費 口事務所費

口研修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広報費 口会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号
(項目別)

(Ⅰ)

実施年月日 乙成 30 年 4 月 17 日 (火) ～ 平成 31 年 3 月 日 ( )

使途内容

市゚政報告会資料作成 コピー代 43, 570円

領収書記載金
額の一部を計

【按分による支出】

支出額 ・ 按分率 政務活動費相当額

円× ( / ) = 円

1上する場合
【一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」

催年月日、 会場、研修内容等、

に記入してくだ さい。

の場合は、出張期間、調査先、

「資料作成費」 「資料購入費」
調査内容等、 「研修費」の場合は、開

の場合は、資料名など内容等を具体的



様式1

政務活動費項目別集計表
(単位:円)

議員氏名 石 地 宜 一 ≠成 30 年壌 No.

支出項目

■調 査研究費 口広聴費 ■資料作成費 口事 務所費

口研 修費 口要 請・陳情活動費 図資料購入費 口会派共用費

口広報費 口会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号 支 出 年 月 日 支 出 金 額 備 考

(I) 平成30年 5月10日～平成31年2月18日 100, 191円

(Ⅱ) 平成30年 4月 ～ 平成3Ⅰ年 3月 161, 592円

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 手 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

A 計口 261, 783円

※支出項目ごとにまとめ、表紙として提出してくだ さい。



様式2

支払調書

支出項目

口調査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事務所費

口研修費 口要請・陳情活動費 図資料購入費 口会派共用費

口広報費 口会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号
(項目別)

(Ⅰ)

実施年月日 平成30年5月10日～平成31年2月18日 (月)

書籍費 58, 800円

内訳 2,700円

3,500円

4,080円

28,000円

20,520円

使途内容

合計 58,800円

第一法規(自瘤恩穐壷踪) 41,391円

総合計 100,191円

領収書記載金
額の一部を計

(按分による支出1

支出額 按分率 政務活動費相当額

円 × ( / ) = 円

1上する場合
(一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」

催年月日、会場、研修内容等、

に記入してくだ さい。

の場合は、出張期間、調査先、

「資料作成費」 「資料購入費」
調査内容等、 「研修費」の場合は、開
の場合は、資料名など内容等を具体的



様式 2

支払調書

支出項目 ・

口調 査研究費 口広 聴費 口資料作成費 口事 務所費

口研 修費 口要請・陳情活動費 図資料購入費 口会派共用費

口広 報費 口会議費 口人件費 口その他の経費

整理番号
(項目別)

(Ⅱ)

実施年月日 平成 30 午 4 月 日 ( ) ～ 平成 31 年 3 月 日 ( )

使途内容

新聞購入費 合計 161, 592円 〆′

・中日新 聞 (4月～ 3月分) 35, 856円・′

・ 日本経済新聞 (4月～ 3月分) 48, 000円/

・読 売新聞 (4月～ 3月分) 37, 116円/

・ しんぶん赤旗 (4月～ 3月分) 9, 876円/

・公明新聞 (4月～ 3月分) 22, 644円・′

・ 日本教育新聞 (11月～1月分) 8, 100円/′

: ゛

領収書記載金
額の一部を計

. 【按分による支出】

支出額 按分率 政務活動費相当額

円 × ( / ) = 円

王する場合
1 (一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」
催年月日、会場、研修内容等、
に記入してください。

の場合は、出張期間、調査先、
「資料作成費」 「資料購入費」

調査内容等、 「研修費」の場合は、開
の場合は、資料名など内容等を具体的



様式1

政務活動費項目別集計表
(単位:円)

議員氏名 石 地 宜 一 平成30年度 No.

支出項目

口調 査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事 務所費

口研 修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広 報費 口会議費 口人件費 図その他の経費

整理番号 支 出 年 月 日 支 出 金 額 備 考

(I) 平成30年 4月～平成31年 3月 28, 762円 ガソリン代

(Ⅱ) 平成30年 4月～平成31年 3月 32, 897円 事務用品等

(Ⅲ) 平成30年 4月～平成31年 3月 11, 040円 タブレット

(IV) 平成30年 4月～平成31年3月 11, 988円 インターネット

平成 年 月 日

平成 ,年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

平成 年 月 日

A 計口 84, 687円

※支出項目ごとにまとめ、表紙として提出してくだ さい。



様式2

支払調書

支出項 目

口調査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事務所費

口研修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広報費 口会議費 口人件費 図その他の経費

整理番号
(項目別)

(I)

実施年月日 平成 30 年 4 月 日 ( ) ～ 平成 31 午 3 月 日 ( )

使途内容

ガソリソ代 (4月～ 3月)

4月 8, 933円 ・

5月 11, 731円,・

6月 9, 31 4円,

7月 17, 876円,一

8月 9, 155円,一

9月 8, 825円・′

10月 9, 35Ⅰ円一′

11 月 9, 1 31 円 /

12月 8, 138円 / 一

1月 8, 265円/

2月 11, 084円 ,・

3月 3, 245円 ・

合計 115, 048円 ,

領収書記載金

額の一部を計

【按分による支出】

- 支出額 按分率 政務活動費相当額

115,048円× ( 1/4 )一 28,762円/

上する場合
【一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」
催年月日、会 場、研修内容等、
に記入してくだ さい。

の場合は、出張期間、調査先、
「資料作成費」 「資料購入費」

調査内容等、 「研修費」の場合は、開
の場合は、資料名など内容等を具体的



様式2

支払調書

支出項目

口調査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事務所費

口研修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広報費 口会議費 口人件費 図その他の経費

整理番号
(項目別)

(Ⅱ)

実施年月日 平成 30 年 4 月 ユ1日 (゙z) ～ 平成 31 年 3 月2キ 日 (旺)

使途内容

事務用品等

・ロー タリーカッター 16, 000円

・インクカートリッジ 7, 435円

・A5、A4コピー用紙 3,100円

・文具 ′ 6, 362円

合計 32, 897円

領収書記載金
額の一部を計

【按分による支出)

支出額 按分率 政務活動費相当額

円 × ( / ) = 円

王する場合
【一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」

催年月日、会 場、研修内容等、

に記入してくだ さい。

の場合は、出張期間、調査先、

「資料作成費」 「資料購入費」
調査内容等、 「研修費」の場合は、開

の場合は、資料名など内容等を具体的



様式2

支払調書

支出項目

口調査研究費 ′口広聴費 口資料作成費 口事 務所費

口研 修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広 報費 口会議費 口人件費 図その他の経費

整理番号
(項目別)

実施年月日 平成30年 4月～平成31年 3月 ゛

使途内容

タブレット型端末機通信料 11,040円

※領収書の原本は事務局に保管

○タブ レット型端末機通信料 (H30年4月～H31年3月) 44,160円/人

市負担分 44,160X1/2=22,080円

議員負担分 44,160X1/2=22,080円

政務活動分 22,080円X1/2=11,040円.

政務活動以外の議員活動分 22,080円Xi/2=11,040円

領収書記載金
額の一部を計

【按分による支出】タブレット代 22,080円

支出額 按分率 政務活動費相当額

22,080円 × (1/2) = 11,040円

工する塙合.
【一部充当】

政務活動費の一部充当額 円



様式2

支払調書

支出項目

口調査研究費 口広聴費 口資料作成費 口事務所費

口研修費 口要請・陳情活動費 口資料購入費 口会派共用費

口広報費 口会議費 口人件費 図その他の経費 ,

整理番号
(項目別)

(IV)

実施年月日 平成 30 年 4 月 日 ( ) ～ 平成 31 年 3 月 日 ( ) .

使途内容

インターネット代 11,′988円 .・′

領収書記載金゛
額の一部を計

【按分による支出】

支出額 按分率 政務活動費相当額

47,952円 × ( 1/4 ) 一 11,988円

工する鴫谷
[一部充当】

政務活動費の一部充当額 円

※使途内容は、 「調査研究費」

催年月日、会場、研修内容等、

に記人してくだ さい。

の場合は、出張期間、調査先、

「資料作成費」 「資料購入費」

調査内容等、 「研修費」 の場合は、開

の場合は、資料名など内容等を具体的


